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サービスラーニングの手法を取り入れた福祉教育の展開を考える 
                       ～ 福祉教育推進研究会議 ～ 

 ９月19日(水)、ＫＫＲホテル熊本で福祉教育推進研究会議を開催し、福祉教育等を担当する社

協職員等15名が参加しました。 

 講師に市民社会コンサルタントで日本福祉大学教授(サービスラーニング

副センター長)の村上徹也氏を招き、「サービスラーニングの手法を取り入れ

た福祉教育」と題してご講義いただきました。村上氏は、宮崎県日向市社協

や京都府向日市社協の実践事例を紹介されながら、「地域ニーズの把握」や

「学習目標の設定」、「リフレクション」といったサービスラーニングを実践

するうえで必要となる８つの要素について詳細に説明されました。 

 午後はバズセッションが行われ、参加者同士が、それぞれが担当する福祉

教育を実施するうえで生じる課題や悩みを共有し、それらに対して、サービ

スラーニングの要素を取り入れた解決策等を全体で考え、話し合いました。 

 参加者からは、「発達段階に応じた福祉教育の内容を学校と一緒に考えていくことの重要性が学

べた。」といった感想が寄せられるなど、サービスラーニングの要素を取り入れた福祉教育につい

て理解を深めることができました。 

残業時間の上限規制や同一労働同一賃金を学ぶ ～ 社会福祉法人労務研修会 ～ 

 
【専門相談員の上田氏の講義】 

９月26日(水)、ＫＫＲホテル熊本で｢平成30年度 社会福祉法

人労務研修会｣を開催し、265名の参加がありました。 

 研修会では、本会の社会福祉法人経営相談事業専門相談員で

特定社会保険労務士の上田吉勝氏が｢働き方改革における施設

の対応｣と題した講義と質疑応答を行いました。 

 上田氏は、国の働き方改革の３つの柱である｢長時間労働の是

正｣、｢非正規と正規職員との格差是正｣、｢高齢者の就労促進｣を 

中心に解説されました。参加者は、労働基準法の一部改正による残業時間の上限規制や有給休暇

の取得義務化、勤務時間インターバル制度、同一労働同一賃金ガイドライン、定年年齢の引き上

げなど大きな改正内容について熱心にメモを取られていました。 

セキュリティ勉強会を開催 ～ 県社協職員研修会 ～ 

９月３日(月)、５日(水)、10日(月)、県総合福祉センター

で｢職員研修会｣を開催し、県社協全職員67名が受講しまし

た。昨今、パソコンやサーバのウィルス感染により個人情報

が漏えいする事件が多発しています。本会においても、多く

の個人情報をパソコン等で管理していることから、インター

ネットやメールのリスク管理等について職員の意識を高め

ることを目的に実施しました。講師には、リコージャパン株

式会社アシスタントマネージャーの實 直樹氏を招き、「セキ

ュリティ勉強会」と題して、「そもそも個人情報の定義とは」「最近のウィルスの傾向と狙い」「感

染させる手口」「パソコン使用時のルール」等々について、啓発ビデオ等も交えながら、ご講義い

ただきました。 

【村上徹也氏】 

【研修会の様子】 
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 利用者との信頼関係の形成と関係機関との連携を学ぶ 
                   ～ 地域福祉権利擁護事業担当職員研修会 ～ 

９月14日(金)、県総合福祉センターで地域福祉権利擁護事業担当職

員研修会を開催し、市町村社協から49名が参加しました。 

はじめに、本会地域福祉権利擁護センターから「地域福祉権利擁護

事業の現状と課題等」について基調報告を行ったあと、事業説明とし

てトラブル防止や不正防止のための業務運営や書類管理の留意点に

ついて説明を行いました。 

次に、実践発表として、上天草市社協の舩元亜梨沙氏と球磨村社協

の槻木正剛氏から困難事例への対応や

効果的だった事例、また、担当職員と

して大切にしていることなどについての報告がありました。発表者

からは、スムーズな支援を行うために、利用者との信頼関係を築き、

関係機関ともお互いに相談し合える体制を日ごろから整えておくよ

うに心がけていると発表がありました。 

参加者からの質問も活発に挙がり、各社協における対応方法や取

り組みについて会場内で共有することができました。 

生活支援コーディネーターに期待される機能と役割を学ぶ 
 ～ 生活支援コーディネーター養成研修（基礎編）～ 

 ８月24日(金)に、ＫＫＲホテル熊本で「生活支援コーディネーター養成研修(基礎編)」を開催

し、生活支援コーディネーター及び市町村の担当者等81名が参加しました。 

 まず、行政説明では、県認知症対策・地域ケア推進課の杉山

主任主事から生活支援体制整備事業の概要と県内の実施状況に

ついて説明があり、続いての講義では、熊本市高齢者支援セン

ターささえりあ帯山 生活支援コーディネーターの芹川真寿美 

氏から生活支援コーディネーターの機能と役割について、自身

の生活支援コーディネーターとしての取り組みの実践を踏まえ

ながら、お話しをいただきました。また、実践報告やグループ

ワークを通して、それぞれの地域における支え合いの仕組みづ

くりや課題等について考え、生活支援コーディネーターとして

の具体的な活動について理解を深めました。 

車椅子寄贈のお礼 ～ 住友生命 熊本支社 及び 同社労働組合 ～ 

９月11日(火)、住友生命保険相互会社熊本支社及び同社労働組合

熊本支部から、県内の市町村社協に、車椅子６台が寄贈されました。  

市町村社協への寄贈は、平成12年から毎年行われており、19年目

を迎える本年で、合計124台となります。これまでに寄贈いただい

た42の市町村社協では、外出機会の少ない高齢者や障がい者の社会

参加のための車椅子の貸出しや、小中学校の子ども達を対象とした

車椅子体験を通した福祉教育など、様々な福祉活動に活かされてい

ます。本年度の寄贈先は次のとおりです。 

<熊本支社２台> 水俣市社協、御船町社協 

<労働組合本支部４台> 合志市社協、阿蘇市社協、山都町社協、多良木町社協 

県社協ニュース９月号(第220号) 掲載記事の訂正について 

 ９月１日付け発行第220号に掲載した記事「被災地社協に九州ブロックから応援職員を派遣 ～

平成30年７月豪雨～」において、緊急小口資金(特例貸付)の８月17日現在の貸付金額を234万５千

円と記載しましたが、正しくは2,345万円です。お詫びのうえ訂正いたします。 

【 左から 椿原支社長 
吉本県社協事務局長 
合澤労働組合委員長】 

 

【グループワークの様子】 

【上天草市社協 舩元氏】 

【球磨村社協 槻木氏】 
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各課トピックス      ＊お問合せは、県社協各課まで  

総 務 課 地 域 福 祉 課 

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440 

◆赤い羽根共同募金運動のお知らせ◆ 

10月１日から３月末までの６か月間、全国一斉に

赤い羽根共同募金運動が実施されます。赤い羽根共

同募金は、福祉施設、ＮＰＯ法人、ボランティア団

体等への支援をはじめ、安心・安全なまちづくりの

支援、高齢者や障がい者への支援、子育て支援、災

害復旧支援などの地域福祉の推進を図るために使

われます。みなさまのあたたかいご支援とご協力を

お願いします。 

◆「第６回町内・集落福祉全国サミット 

in熊本・山都町」開催のお知らせ◆ 

期 日 10月27日(土)～28日(日) 

会 場 山都町役場蘇陽支所 

テーマ 「集落」から「集楽」へ 

    ～みんなでかたろい、支え合いの地域づくり～ 

内 容 基調講演、分科会、パネルディスカッション 

参加費 5,500円 

※ 詳細は、地域福祉課までお問合わせください。 

施 設 福 祉 課 民 生 課 

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-355-5440 

◆社会福祉法人会計研修会のご案内◆ 

日 時 11月26日(月) 13:30～16:30 

会 場 ＫＫＲホテル熊本 

講 師 公認会計士 立石 和裕 氏 

内 容 社会福祉法人会計の実務など 

対象者 社会福祉法人の役員、施設長、事務担当者他 

参加費 3,000円   定 員 250名 

※ 詳細は、別途に送付する開催要項でご確認くだ 

さい。 

◆ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付のご案内◆ 

 本資金は、高等職業訓練促進給付金を受けながら

各種専門学校等に就学し、就職に有利な資格の取得

を目指すひとり親家庭の親を支援する貸付金で、入

学準備金と就職準備金の２種類があります。 

 本年度第２期の入学準備金(50万円以内)の申請

を次のとおり受付けます。 

 受付期間 10月17日～11月22日まで 

※ 詳細は、本会ホームページをご覧ください。 

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 地 域 福 祉 権 利 擁 護 セ ン タ ー 

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-324-5456 

◆福祉の職場説明会＆就職面談会のご案内◆ 

福祉の仕事をしたい人、福祉の仕事に関心のある

人を対象とした就職セミナーと面談会です。 

日 時 11月４日(日) 12:20～16:30 

会 場 県総合福祉センター５階「研修ホール」 

対象者 平成31年春卒業予定の学生及び福祉の仕

事を目指している方70名 

※ 参加費は無料ですが、事前に参加申込みが必要 

です。 

◆地域福祉権利擁護事業実施状況について◆ 

（※熊本市社協実施分を除く） 

本県では、平成30年７月末現在、739名の方が地

域福祉権利擁護事業を利用されています。 

その内訳は、認知症高齢者が297名(40％)、知的

障がい者が213名(29％）、精神障がい者が207名

(28％）、その他が22名(３％)となっています。 

また、平成30年４月から７月末までの契約締結件

数は58件となっており、県内全市町村で本事業が実

施されています。 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ご 案 内 

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 ◆「社会福祉手帳2019年版」頒布について◆ 

価 格 １冊 600円 

送 料 ４冊以下注文の場合は380円 

    ５冊以上注文の場合は無料 

資料編 

 社会福祉法等の法令、県関係機関、

県内外の社協、県内の施設・団体等の

名簿、市町村別人口等一覧など豊富な

資料を掲載しています。 

※ 申込書は本会ＨＰからダウンロードできます。 

◆社会福祉施設ボランティア活動 

推進研修会のご案内◆    

 施設等におけるボランティア活動の充実を図るこ

とを目的に、県北地域の２か所で開催します。 

対象地域 菊池地域 荒尾･玉名･山鹿地域 

日 時 10月19日(金) 10月25日(木) 

会 場 合志市みどり館 和水町中央公民館 

対象者 
対象地域に所在する施設等のボランティ

ア担当職員(経験年数３年未満) 他 
 

【2019年版】 


